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込豪渇か揺るたが五
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発刊にあたって

宍道湖来待地区を中心として東西約10km、幅 l～ 2kmに広が
きまちいし

る砂岩層を私たちは来待石と呼んでいます。

来待石は採石・加工が容易で豊富に産出することから、古く
えと

から良質の石材として利用されてきました。特に江戸時代には
おとめいし

他藩への移出を制約されたため「御止石」と呼ばれるのですが、

城下町松江や周辺地域では幅広く重用されています。
こけ からじしとうろう

古い寺社を散策し、苔むした来待石の唐獅子や灯寵などを数
せきぞうぶんか

多く見かけるにつけ、出雲石造文化にはたした来待石の役割の

大きさに改めて驚かれる方も多いのではないでしょうか。

今回のふるさと文庫は「来待石の採石と加工」と題して、製

品を支えている技術を中心に紹介しましたが、本書によって来

待石の石造文化、ひいては出雲の石造文化がより身近に感じら

れますよう願ってやみません。
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1固来待石の採石と加工の歴吏

来待石はi散質で採石、加工が容易であるために、古くから石材とし

て利用されてきました。ここでは、来待地区を中心に来待石の採石と

加工の歴史をみてみましょう。

［ずんし こだい

1 ）原始＠古代の採石と加工

来待石がいつ頃から使われるようになったのか、それはわかりませ

ん。少なくとも1400～1500年ぐらい前には利用されていたようです。
ひがしきまち かがみ カがみきたざここふん

宍道町大字東来待字鏡にある鏡北廻古墳は6世紀の後半に造られた
こふん

古墳です。その石室は来

待石を切り出し、加工具

で形を整えてから組み立

てでありました。そして内

部には加工技術の高さを示
／｝＇ん向き

す「判ト」状の浮き彫りが

きれいに残っていました。

宍道町にかぎらず、宍道

湖周辺には来待石で造られ

た古墳がし＼くつもあります

ので、来待石の利用の古さ

と広さを今に伝えています。 写真 1.鏡北廻古墳の正面
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工が容易にできなかった
なんしつ

時代には軟質できめの細
せきとう せきひ

かし、来待石は石塔、石碑、
にしぎまち おおの

宍道町大字西来待字大野にある来待石製の大五輪塔
えもんのはか かまく月 むろまじ》

衛門墓）は鎌倉時代から室町時代にかけての製作と考えられています。
あまこさよさだ あまこっねひさ はりおよしはる はりお？とだはる

また尼子清定、尼子経久、堀尾吉晴、堀尾忠晴は室町時代の末ごろ
どじだい いずものく l

から江戸時代初期にかけての出雲国の領主ですが、

の加

写真 2.伝大野次郎左衛門墓

けんざい ちょうよう

建材に大変重用されたようです。
おおのじろうざ

（伝大野二郎左

いずれの墓も来待

石を利用しています。（本文「来待石の文化」参照）

きんせい

3）近世の採石と加工

江戸時代になると石の採石 加工業者は私立蓄の許可を必要とした

ようです。そのために石工職人は藩の許可を得て「詰岩の切り出し」

を専門的におこなうか、「石屋」 として松江城下に移らねばなりませ



来待石の採石と加工
，、
ii 

んでした。

この藩政時代、

ために「御止石」

来待石は他藩へ無許可で移出することを禁じられた
ちんhょう

の別名を残すほど珍重されました。 しかし、来待

地区の人々にとっては自ら加工して利用できる便利な石ではなかった

ょうです。（本文「資料編8. 9」参照）

めいじ たいしょう

ヰ）明治・大正の採石と加工
はいはんちけん きんせい

明治4年の廃藩置県後は藩の禁制もとけ、「採石」 と「加工」がだ

れにでもできるようになりました。 しかし、松江の加工業者は高度な

技術が広まるのを恐れ、来待地区の人々に加工技術をなかなか教えな

かったといいます。

石の原産地にもかかわらず、高度な加工と技術は松江の業者に頼ら

ねばなりませんでせしたので、いぜん来待地区では石を切り出すこと
せんねん

に専念せざるをえませんでした。
t－＜すだらいじろう きりL、し

明治44年に当時の来待村村長であった武田来次郎さんは「切石業者」
さんいんとうさん はんはL、くみあい

の利益をはかるために山陰道産株式会社と特約して、来待石版売組合
はんろ

を設立し、販路を広めます。

セメント・レンガが普及しない時代の来待石は採石が容易で値段も
たいかせ、、

安く、耐火性があることから建築、土木用の良材として用いられまし
しょくさんこうぎJうせL、さ〈 4士L、きょうき

た。特に国をあげての殖産興業政策の進む明治、大正の盛況期には、
ひがしぎまち にしぎまち は〈いし

東来待、西来待、白石にわたって「切石業者」の数も多く、 石材、石

粉（石見瓦の粕薬）の生産高は相当なものだったといいます。
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しょうわ

5）昭和の採石と加工

大正末期になってから技術の入手が

若干早かった境港の業者が来待地区に

来て石材加工場を開業したため、加工

職人の出入りもさかんになってきまし

た。これにより来待地区でも加工を専

業とする人がボツボツ出始めたのです

が、その数は決して多いものではあり

ませんでした。

ところが建築用材としてセメントな

どが普及するようになると「石切」に 写真3 新出九一郎氏遺作

頼る来待地区の人々は苦しい立場に追い込まれていったのです。そし

て、来待石を加工製品として出荷する「地元加工Jの必要が叫ばれる

ようになってきました。

このような中で、来待地区の人々に加工技術を直接伝えた一人が新
でくいちろう

出九一郎さんです。
よこばま

新出さんは荘原（斐川町）に生まれ、横浜（松江）に住んで技術を

身につけます。昭和の始め頃から来待に招かれ、戦後になると自ら加

工技術を身につけようとする家々に逗留して、加工技術を伝えました。

藤原良雄さん、土江弘悦さん、土江一三さん、勝部清儀さんなどは

直に技術を習得されますが、これらの方々がその後の来待石製品の普

及に深くかかわっていかれます。
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せきざいかこうしんこうかい

昭和28年に松江石材加工振興会（現松江石灯ろう協同組合）が誕生

し、その成果がめざましかったことから、昭和31年4月に来待石加工

組合（現来待石灯ろう協同組合）が 5業者によって結成されました。
じシょう

建材としての需用は減りつつも、経済成長の波と松江、来待の業者

による積極的PR活動によって来待石製品、特に石灯ろうの生産は
りょうさん

急激なのびをみせるようになり、それと同時に量産体制をとるため

に、従来の手作業から採石、加工用具の機械化が求められるようにな

りまし7こ。
おおや

採石技術の機械化は、昭和40年代に栃木県の大谷採石場（宇都宮市

大谷町）などからの技術導入によっておこなわれる一方、加工技術の

機械化も昭和40年代から徐々におこなわれてきます。
でんとうてきこ弓げいひんさんざょう しんこう

昭和51年6月、「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」にもとづ

き、出雲石灯ろうは伝統的工芸品として指定を受けます。この指定は

来待地区の業者が中

心となっておこなっ

たもので、その後の

来待石製品の販路拡

大に大いに役立ちま

した。

国道脇に並ぶ製品

群は出雲路の新しL、

風物ともいわれます。

写真4.国道9号線脇の来待石燈ろう
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2.採石の技術と道具（機械化以前）

来待石の採石は、昭和40年頃に大谷採石場（栃木県宇都宮市大谷町）

より採石機が導入されたのをきっかけに、徐々に機械化されていきま

したが、それ以前は全て手作業によるものでした。
たまいし

ところで、来待石が露出している山中を歩くと、玉石と呼ばれる来
せっかい

待石の石塊がよくみられます。中世以前の技術の未熟な時代にはこの

ような石を割ったり、切ったりして利用していたのでしょう。

その後、石山を下方に掘り下げていく「キリヌキ技法」が開発され

ます。この技法がいつの時代からおこなわれたかはわかりませんが、

昭和40年代に採石の機械化がなされるまで続けられていました。ただ、
ろてん

この技法も露天の石面のみを切り抜く時代から、表土を取り払い全山

を切り抜く大がかりな採石がおこなわれるようになるまで、若干の時

間の経過と技術の進展があったと考えられます。

ここでは、機械化される以前の採石技術と道具を順に追って紹介し

ますが、この内容は手作業による採石に従事された方々の体験談をも

とにしています。

1 ）吹き場（鍛冶場）しごと

毎朝、石切の作業を始める前に石工は道具を手入れしなければなり

ません。「吹き場」と呼ばれる施設は採石場の近くに建てられた小さ

な鍛冶場で、そこでマサカリ、キリヌキなどの採石道具の刃先を手入

れしました。



吹き場の内にはフイ

ゴ、炉、カナトコ、「

ズタメ、カナヅチ、ヒ

パシなどが備えつけら

れており、一人で作業

できるよう効率的に配

置されています。

石切場の朝は石工の

たたく鎚の音から始ま

りました。

写真5.吹き場

ヰミ待石i]）採石と力rir. 7 

~ 
;j（タメ

口
カナトコ

フ

イ

コ

車盟I'""盟灘盤盟軍軍覇軍

図l 吹き場の配置図
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2）キリヌキ

石山から効率よく石

を切りはなすための切

り込み作業を「キリヌ

キ」といいます。

右の図で説明すると

④、＠、①の溝を5寸

幅（約15cm）で垂直に

掘り込む作業のことです。 図2. キリヌキの模式図

特に④のように壁ぎわを掘るのを「シリツケ」、⑥のように隅の部

分を掘るのを「イキズメ」といい、一段と高度な技術を要しました。

「キリヌキ」にはマサカリ、キリヌキマサカリ、キリヌキグワの三

種類の道具を使います。

マサカリは用途の広い道具ですが、柄

の長さが2尺5寸ですので、「キリヌキ」

の浅い溝を掘るときに使い、溝がやや深

くなってくると深さに合ったキリヌキマ

サカリを使います。キリヌキマサカリに

は柄の長さが 3尺（約90cm）、 3尺5寸

（約1.05 m）、 4尺（約1.2 m）、 4尺5

寸（約1.35 m）、 5尺（約1.5 m）と 5種類

写真6 キリヌキ（昭和40年代） あり、溝が深くなるにつれて長柄のものに
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写真7.キリヌキの道具 写真8 キリヌキのあと

写真9.マサカリの刃先 写真10.クワの刃先（上が短柄、下が長柄）

変えていきます。柄が長くなるにつれて深い溝が掘れるように刃先を
そ

反らせているのに先人の工夫がうかがえます。（写真9を見てください。）
へきめん なな すじ

今でも石切場にいくと壁面に斜めの筋をみかけますが、これがマサ

カリとキリヌキマサカリの痕です。

キリヌキグワは溝の底にたまる石クズをすくう長柄のクワです。こ

れも深さによって大小2種類を使いわけますが、「キリヌキ」の溝は

深くなるほど細くなるため、柄の短いクワ先は幅が広く、柄の長いク

ワ先は細くなっています。（写真10、資料2を見て下さい。）
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うで

「キリヌキ」の作業は石切場では最も高度な技術を要します。腕が
みじゅく

未熟だと溝が先細りになりすぎて深く掘れなくなるか、極端に幅広の
じゅくれんし。

溝を掘ってしまったようです。熟練者にいわせますと、山に響く「キ
うでまえ

リヌキ」の音を聞くだけで作業をしている石工の腕前がわかったそう

で、一人前になるのに 5年はかかったといいます。

3）イシアゲ

「キリヌキ」によって石の周

囲は切り離されますが、底は石

山にくっついたままです。この

石をあげて底を切り離す作業を

「イシアゲ」といいます。

手順としては、石の下部に高

さ約10cmの溝を掘り〔アゲ切

り〕、溝には約20cm間隔で、小さ

な穴を掘り〔ヤイド掘り〕、そ 写真11. ゲンノウでヤを打ち込む

こにオオヤをすえます。そして

オオヤをゲンノウで打ち込み〔イシアゲ〕、石を石山から割り離しま

す。（写真11を見てください。）

〔アゲ切り〕、〔ヤイド掘り〕にはマサカリ、〔イシアゲ〕にはマサ

カl人オオヤ、ゲンノウ（大）を使います。
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4）イシワリ

「キリヌキ」、「イシアゲ」によって石山から切り離された石は、

般的にタテ20～25尺（約6m～7.5m）、ヨコ 8尺（約2.4m）、高さ 4
きょせき

～4.5尺（約1.2～1. 4 m）の巨石ですが、これを用途に応じて割る作

業を「イシワリ」といいます。「イシワリJには、その割り方によっ

て〔オオワリ（ヨコワリ）、（ナガワリ）〕、〔トチュウアゲ〕、〔コワリ〕

と呼ばれる段階があります。

〔オオワリ（ヨコワリ）、（ナガワリ）〕 下の図－ 1、－ 2のよう

に切り出した石を横または縦方向に割る作業です。特に横に割るのを

ヨコワリ、縦に割るのをナガワリとI.,¥I.,、ます。注文の石の寸法によっ

て2つに割ったり、 3つに割ったりしました。割りたい所に等間隔に

1.オオワリ（ナガワリ）

図3.イシワリの模式図
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1 

12 

ヤイド（小さな穴）を掘り、オオヤをすえてゲンノウで順次割ってい

きます。ナガワリはヨコワリほど必要とされませんでした。

〔トチュウアゲ〕 図3 3のようにオオワリした石を上下に割る

作業です。ただし、キリヌキが浅く、高さが低い場合にはトチュウア

ゲをしないこともありました。ヤはチュウヤを｛吏いました。

〔コ ワ リ〕 図3 4、写真12のように、小さくした石を製品

の用途にあわせて半加工しやすいように割る作業です。コワリがすむ

と「キリイシ」作業に移ります。ヤはナガヤ、ゴヤを使いました。

写真12, コワリ 1 スジ引き 2，コヤを打ち込む

12 

2 



5）キリイシ

「イシワリ」で小さ

くした石を採石場の脇

で半加工する作業を

「キリイシ」としw、ま

す。

「キリイシ」をする

のは、余分な部分を削

り落して運搬しやすく

するのと、加工場でで

きるだけ加工しやすく

するためでした。

右の写真は昭和40年

代の「キリイシ」風景

です。上段は製品の寸

法に合わせて、型をと

るところ。中段は型に

あわせての石の肩落し。

下段はほぼ荒ケズリし

終えた原石です。この

石を加工場までひt＼て

いきました。

来待石の採石と加工 13 

写真13. キリイシ

上段寸法どり 中段型にあわせての肩落し

下段荒ケズリされた原石

13 

13 

2 

つJti
t－
－
つ
d
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採石の手／II買と｛吏う道具

作業

1 ）吹き場（鍛冶場）しごと
（採石場で使う道具を）
手入れする

2）キリヌキ

（原一一）はなすための切り込l
みをする ／ 

3戸 ぷll：：：：三＼
4\i途lこ主じ－？E~~I）寸c；~~1ワリ

1チユウアゲイ

、、i
t－
－
j
f

シ
ケ荒て

A
1

せわ
る

リ

合

す
に
を

ふ主

1
ノ

キ』
M
F

／
J
I
t－
－
＼
 

、、li
’JJ
m
h
u
 

道 目
7て

フイゴ
カナトコ
ゲンノウ（小）
ヒパサミ
ミズタメ
マサカリ（ 2尺 5寸）
キリヌキマサカリ
( 3尺）
( 3尺 5寸）
( 4尺）
( 4尺 5寸）
( 5寸）
キリヌキグワ
マサカリ
マサカリ
キリマサカリ
オオヤ
ゲンノウ（大）
マサカリ

オオヤ
ゲンノウ（大）
マサカリ
チュウヤ
ナガヤ
ゲンノウ（大）
ジョウギ
ゲンノウ（小）
ナガヤ
コヤ
ジョウギ
サシガネ
スジヒキ
ゲンノウ（小）
キリマサカリ
チョウノウ
ツjレノ＼y
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げんせきうんぱん

！事お運轍の技前と道具（機械化以前）3. 

今では道路が整備され、採石場から加工場までは運搬車で原石を運

ぶようになりましたが、昭和40年代ごろまではネゴグルマ、オイコ（主
だいはちぐるま

に女性）、木ゾリ、大八車などを使って原石を運びました。

右の写真はネ．コグルマです

これは平坦なところを運搬

するのに使いました。

特に採石場で「イシワリ」に

よって小さくした原石を、採石

が、

（半加場の脇にある「キリイシ

ネコグルマA斗
A

O

Z
－
た

写

し
ま

工）」作業場まで運ぶのに告をい

で半加工

製品を運んでいるところです。木ゾリ

は半加工製品を下の車道までの細い急

斜面を運ぶときに使いました。

川
簡
州
鉄
面

て

は

地

せ

に

や

わ

方

道

合

前

雪

み

の

、

組

リ

り

を

ソ

お

オ

て

J

4

0

》

木

す

い

は

ま

っ

造

い

が

構

て

キ

の

き

一

リ

で

レ

ソ

に

ブ
山
川
単
の

くとはずがぬれている時に使用し、

しました。

さんま

（木馬）左の写真は木ゾリ

') 、r写真15. ；＼て
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4.加工の技術と道具（機械化以前）

1 ）来待石の加工

来待石の加工の歴史は古いのですが、特に江戸時代になると藩の統

制の下で加工専門の業者が腕をみがきます。加工業者の多くは松江域

下に住み、様々な石製品の需用に応えていきました。

出雲地方の寺社、とりわけ松江市内の寺社を歩くと江戸時代に造ら

れた多くの来待石製品をみることができます。特に石灯篭、唐獅子、

石仏などの細かい細工を必要とするものが目立ちます。これらの来待
せきぞうぶんか

石作品群の存在は、江戸時代の出雲石造文化が来待石によって支えら
ゅうへん

れていたことを雄弁にものがたっているといえましょう。
いずもからじし いずもいしとう Fうう えど

今でも出雲唐獅子、出雲石灯龍、とよばれる江戸時代の作品が全国
はん

各地にのこっていますが、これらは藩の許可を得て、出雲地方の特産

品として移出されたものと考えられています。
なんしつ

来待石のように軟質で、きめの細かし、石は風化しやすいという欠点

はあるものの、彫刻技術を高めていくのに都合のよい石材だったの

でしょう。来待石の加工技術は城下町松江の石工の努力によって極度

に高められていきます。

来待地区に再度、加工技術が入ってくるのは昭和時代になってから

ですが、この技術は江戸時代に城下町松江で育まれた高度な技術を受

けついだものなのです。

ここでは来待石加工の技術と道具についてみていきましょう。
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来待石灯ろう製造工程図（春日形）

くのん

（荒石） （九輪）

（笠）

ひぷくろ

（火袋）

つけはち

（受鉢）

さお

（竿）

くりん

（九輪）
かさ

（笠）
U・」ばろ

（火袋）
Jう吋ぱち

（受鉢）
さお

（竿） （台）
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かすが

2）春日灯ろうの製作工程

春日灯ろうは庭園などをかざる話量届の灯ろうで、醤克彩、議蔀諺

などとともに出雲石灯ろうの中でも代表的なものです。

前頁の図のように、春日灯ろうはえ謡、釜、友袋、妥謀、卒、急、の組
ひぶくろ ふくざっ とくしゅ

み合わせですが、この中で「火袋」は最も複雑で特殊な技術を要しま

す。以下、手作業による「火袋」製作を順を追ってみてみましょう。

①荒石

採石場で半加工した荒石を、加

工場の脇においておきます。

写16-1 

てんば

②天場づくり〔スミ出し〕

荒石に矩回し（差金で計る）を
すみ

おこない、定規をあてて墨つけ

（線引き）をします。 写16 2 

天場づくり〔三本ヅメの荒落し〕

墨に合わせて天場（火袋の上面）

を三本ヅメのチョウノウで荒落

しをします。 写16 3 
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天場づくり〔チョウノウの仕上

げケズリ〕

三本ヅメで荒落しをした後、チョ

ウノウできちんと削ります。

写16一4 

を板型の場

〕

天
り

で

く

ス
っ

て

刑

土

ン

「
L

コ

り
J

と

と

取

金

川

型

差

③
 

っくります。 写16 5 

型取り〔天場の墨つけ〕

型板に合わせて、ノミなどで墨

つけ（線を引く）をします。

写16 6 

任）矩出し〔肩落し〕

墨に合わせ、余分な肩をカタ落

しで荒く大まかにたたき落しま

す。 写16← 7



矩出し〔天場のノミ打ち〕

型取りでつけた墨にそって天場

をし

写16 8 

のノミ打ち（ノミで削る）

ます。

20 

矩出し〔六角の墨つけ〕

天場を基準に差金をあてて、 き

れいな六角形ができるよう墨つ

をします。

写16一 9 

け（線をヲ｜く）

十ハ

寸

う

打

士

、、、

T
V

J

－

す

机

門
司

や

一ノ

tA

「

L

A

U

し
附
上

I
Tム

F
后
lz

E
叫面

角の立ち角を墨にそって削りま

写16-10す。

めんしあげ

⑤面仕上〔三本ヅメの荒落し〕

角部分のノミあとを基準にし

三本ヅメのチョウノウで面

写16-11の荒落しをします。

て、
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面仕上〔チョウノウの仕上ケズ

1）〕

三本ヅメで荒落しした後をチョ

ウノウできれいに削ります。

写16-12

⑥高さ取り〔ホゾ穴の墨つけ〕

差金で高さの墨つけをした後、

火袋をひっくり返して、下場に

ホゾ穴の墨つけーをします。

写16-13

高さ取り〔ケズリ〕

高さの墨（線）とホゾ穴の墨を

もとに、火袋の高さを整えてい

きます。 写16 14 

⑦穴掘り〔穴アカシの墨つけ〕

再び火袋をひっくり返し、天場

に穴アカシ（火袋の中をくりぬ

く）の墨つけをします。

写16 15 
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穴掘り〔掘りはじめ〕

ツルハシを使い、穴アカシの墨

にそって火袋の中をくりぬきま

す。 写16一16 

穴掘り〔掘りおわり〕

穴が大きすぎぬよう、小さすぎ

ぬようくりぬきます。 写16 17 

⑧窓掘り

石面に差金で寸法どりをし、ノ

ミ、小ヅチ、ツルハシを使い、

窓を掘りぬきます。 写16一 18 

⑨彫刻・仕上

ノミ、小ヅチ、ツルハシなどで

半月、満月、鹿、紅葉などを彫

刻し、最後にツツキ、仕上ノミ

などで仕上げます。 写16 19 
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3）灯ろう作りに使う加工具

石灯ろうの加工だけでも多くの加工具を使用します。前項の「来待

石の製作工程」では加工具の紹介があまりできませんでしたが「火袋

製作」には以下の加工具を使用します。

①荒石

②天場づくり

定規、差金、ノミ、コヅチ、三本ヅメのチョウノウ、チョウノウ

③型取り

定規、差金、ノミ、コヅチ、コンパス

④矩出し

定規、差金、カタオトシ、ノミ、コヅチ、三本ヅメ、チョウノウ

⑤面仕上

定規、差金、ツルハシ、ノミ、コヅチ、三本ヅメ、チョウノウ、

ガンガン

⑥高さ取リ

定規、差金、ノミ、ツルハシ、コヅチ、三本ヅメ、チョウノウ

⑦穴掘り

定規、差金、コンパス、ツルハシ、カタツルハシ、ノミ、コヅチ

③窓掘り

定規、差金、コンパス、ツルハシ、ノミ、コヅチ

⑨彫刻、仕上

定規、差金、コンパス、ノミ、コヅチ、ツツキ、スリミガキ
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17 

17 

6 

17 

2 

17 

3 

17 

4 

17 

5 

げ

7

ジョウギ

2 コンパス、タイショウパス

3 ノミ、カナヅチ

4.チョウノウ

5.ツルハシ、カタツルハシ

6 ツツキ

7. スリミガキ
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来待石の文化

来待石は古くから石材として用いられてきたため、
せきぞうぶんか ざんぞう

石造文化の残像が出雲地方を中心とする各地に残っています。しか
せきしん

し、来待石の風化しやすいという性質のために、多くの作品7）＇石塵と

それを利用した

5. 

ここでは現在かろうじて残っている来待石製品帰してしまいました。

を数例紹介してみましょう。

とのさまばかほうきょうレんとう きゅうした

1 ）殿様墓宝匿印塔（三刀屋町給下）

と称する古墓があり三万屋町給下の山すそに、地元で「殿さん墓」

これは 2つの石室の中にます。

印

m
工
定

住医

1

主
催

宝

。

の

と

た

す

製

の

き

で

石

も

で

の

待

の

で

も

来

婦

石

る

も

夫

待

め

れ

、

来

納

ず

で

れ

つ

い

四

ぞ

2

は

却

れ

を

塔

～

そ

塔

加

されています。

風化がはげしし銘文はほと

んど残っていませんが、塔のー
かん；デλ

部には「天福 (1233～34年）」、「寛元 (1246～47年）Jと推定される文

三万屋城主となる諏訪部扶長（三万屋

墓十柔民2写真18

宇が残っていたようですので、

の墓とも考えられます。氏初代）
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あまこきよさだ っねひさぽうきょういんとう

2）尼子清定・経久宝箆印塔（広瀬町広瀬）

清定、経久父子は月山富田城を拠域として尼子氏の勢力を広げてい
せんごくじだい

った戦国時代の武将です。

向かつて右側は清定塔で高さ lm 

67cm、左側は経久塔で高さ 2m 

です。いずれも来待石製の宝優
そうりん かさ とうしん きだん

印塔で、相輪、笠、塔身、基壇

からなっています。

か
じ
時

代
性
山

年
叫
桃

没
ち
土

の
肘
安

子

ら
父

か
末

や
か
代

能
山
じ
時

形
れ
町

の
一
山
室

塔

塔は父子並んでたてられており、

すまれら
り
塔

え
川
輪

考
ご
五

と
同
晴

立
札
吉

造
ぉ
尾

の
削
堀

期

）

、

初

3

ら
U
代

堀尾吉晴は戦国時代に生まれ、
のぶなが ひでよし 、、んやす

信長、秀吉、家康と仕えました。
たひかさ こう せきはらかっ

度重なる功により、関ヶ原の合
せん

戦後、出雲の領主として富田城
けいちょう

に入り慶長16年 (1611）、松江
いわくらじ ほうむ

域の築城を前に亡くなったため、富田（広瀬）巌倉寺に葬られます。

（広瀬町塩谷）

写真19.尼子清定（右）、経久（左）の墓

写真20.堀尾吉晴五輪塔

墓は、来待石製の五輪塔で高さ 3m 28cmをはかる巨大なものです。

出雲の前述の尼子清定、経久の墓と同様、江戸時代の初期までは、

領主層の墓には来待石が利用されていたことをよく示しています。
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あおやさろう おおとうろう かよ

4）青柳楼の大灯龍（完lj名1お加代灯龍 松江市灘町）

この石灯寵はもと崩治初期から松江の観楽地とし賑わった芙話量裏

もっとも大きな料亭の一つ「青柳楼」（現在の市立病院付近）に

あったものです。

当時その辺は宍道湖の波打ち

ぎわで高さ 6mの来待石製大灯

寵は入江の燈台の役目もしてい

ました。

で、

お

燈

丹

代

7人」

nH

一

〈

戸

よ

川

M

た

お
つ
「
ー

ら
v
へ
4
T

－

ー

を

て

－U
A
2
U

っ

討

危

と

の

を

藩

名
江

の

松

代
円

H
ム官

H
M

青柳楼の大燈青E写真21とも呼ばれています。
そでし うり じぞう

5）袖師ヶ浦の地蔵さん

（松江市袖師町）

松江市袖師町の宍道湖岸に顔

を西に向けた大小2つの地蔵さ

篭」

んが立っておられます。水死者
（王だL、 すいtcん

の菩提をとむらい、水難から守

写真22.袖師ケ浦の地蔵さん

正面向かつて右の大きいものが来待石、小さいものがlt肩芸ででき
台石には「弘化五年 (1048）戊申仲秋吉祥日」「木次酋卦

八兵衛祥恭作」とありますので、代々松江藩王の茎持ーを作った木次の

るために設けられたものです。

ています。

団野家の子によって製作されたことがわかります。
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いずもかりじし

6）出雲唐獅子
たたまえせλ

江戸時代、北前船を利用した海上交通の発達によって、来待石製の
はん

唐獅子（出雲唐獅子と呼ばれた）が藩の許可を得て全国に広まってい
ゐじも！） ぶんせい めい

きました。京都伏見区藤森神社にある文政3年 (1820）銘の唐獅子を

写真23. 出雲唐獅子

写真24.木幡山荘吐月橋

はじめ山形、栃木、千葉、福井、兵庫、

香川、 山口、佐賀、長崎の各県で現在

確認されています。

左の写真は山形県酒田市日和山公闘

にある唐獅子で、銘文はないものの、

江戸時代中期のものと考えられていま

す。
こわたさんそうとげつきょっ

7 ）木幡山荘吐月橋（宍道町宍道）

木幡山荘は宍道町木幡家の庭園とし

て代々を整備されてきたものですが、

この圏内に来待石で造られた石橋がか

かっています。

橋の長さは約4mで、両側に高さ50
らんかん

cmの欄干がつけられています。橋脚は

両側から積み上げるようにして、反の

深い橋面を作っています。江戸時代の

製作ですが、現在も十分通用にたえら

れるほど精巧なものです。
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ちしつ

6.地質からみた来待石

来待石は地質学上からみてみると、希主主語と呼ばれる接語の下に
きまちそう

広がる来待層の一部です。
ふじな がくとう

来待層の主な分布は玉湯町布志名付近から斐川町学頭付近までの宍

道湖南部の丘陵地と、出雲市栗原から湖陵下畑付近までの出雲平野南
たぎ あさやま

部の丘陵地に分かれており、他にも多伎町田儀から大田市朝山にかけ

ても分布しています。

来待石は、この来待層の一部の通称で、宍道町来待を中心に、玉湯
はやし

町林から西に約10km、幅約l～2kmの範囲で広がっています。
おおもりそう

来待石を構成する砂岩は、来待層の下層である大森層中の安山岩が
たいせき そ ηゅうぎょうかL、しっさがん

風化し、再び推積したものと考えられ、学名で粗粒擬灰質砂岩と呼

ばれています。芹善、誕百若、産若、議若、結主鉱物から構成され
たいせきめん

ており、堆積面（石の層）は北西に向かつてやや傾斜しています。
あめつゆ

石は切り出した時は暗青色ですが、雨露にさらすと来待石らしい灰

褐色となります。また時には厚さ数cmの暗褐色の泥土を挟むこともあ

りますが、この部分は非常にもろく、石材には利用できません。
to＼、せきがん かせき

来待石は堆積岩ですので、その中に化石を含んでいることでも知ら
ひがしぎまち かがみ

れています。その中には宍道町大字東来待字鏡地区で最初に発見され
ちんじゅう

たカガミアヌス（ホタテ貝の一種）や水陸両用の珍獣デスモスチル

ス、パレオパラドキシアなどの貴重な化石も含まれていました。
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7 .おわりに

せいぎょう

来待石にかかわる生業は古くからおこなわれており、現在でも重要

な地場産業として位置づけられています。
でんとうてきさんぎょう

しかし、出雲地方を代表する伝統的産業であるにもかかわらず、

来待石の採石・加工技術についてはあまり知られておらず、その歴史

について語る資料もほとんどないという状況が長く続いていました。
しゅうこかん

このようななかで幸い、昭和61年にオープンした宍道町蒐古館では

来待石の採石・加工具の展示ができましたし、今回のふるさと文庫で

はそれを補う形で資料を整理することができました。

本書にとりあげた採石・加工技術に関する記述の多くは実際に石山、
たいけんだん

加工場で働いた経験のある方の体験談をもとにしていますので、大正

時代末期から昭和時代全般にわたっての内容が中心となっています。

資料の制約で、体験談に語られる以前の技術は長京＼支融からの引

用などによらざるを得ませんでした。しかし、他の生産様式の多くが

そうであるように、昭和40年代に始まる機械化以前の技術の基本は
ち，，うせいきんせい けいしょう いき

中世、近世から継承されてきた、息の長いものと考えています。
せきぞうぶんか かごん

来待石の石造文化は出雲の石造文化といっても過言ではなく、今後
かか けんしょう

も来待石に関わる様々な文化を顕彰していく必要がでてくるでしょ

フ。

最後になりましたが、本書の作成にあたっては下記の方々に特に御

指導をいただきました。深く感謝申しあげます。

勝部正郊〔調査指導〕、武田忠一、勝田幸〔採石〕、藤原良雄、勝部勝義〔加

工〕（敬称略）

（本書の執筆、編集は教育委員会事務局の協力をえて、稲田 信がおこなった。）



8.資料編
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資料ト映き場の道具
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資料3.採石場の道具（2 ) 
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資料4園墨つけ（線引き）と運撮の道具
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資料5.加工の道具（ 1 ) 
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資料6.加工の道具（2 ) 

臼
m
v
l
 
円
i
川

パ

い

i
J
i

7 

a-~-~ 

0

6

 

門
ハ

N
W
M
V

伺
川
川
川

W



来待石の採石と加工 38 

資料7聞特殊な工具の説明

名 称 説 明 1庸 考

カナ トコ
吹き場で、道具を修理するのに使う。カづトコ 資料 1 5 
の上で、道具をカナヅチで打ち込む。 図l、写真5

マサカ ') 潜や穴を掘るのに使用。本文「キリヌキ」参照。 資料 2-1 

キリ ヌキ 「キリヌキ」の時に溝を掘るのに使用。本文「キ 資料2 2、3、4
マサカ リ リヌキ」参照。

キリヌキグワ
「キリヌキJの溝の底にたまった右クスをさら 資料 2 5、6
う。本文「キリヌキ」参照。

チョウノウ 採石；場での半加工に使う。スジ引きをしたり、 資料 3-5 
（採石場用） 不用な部分を打ち落す。

カナテコ
採石場で石を起こしたり、倒したりするのに使 資料 3 8 
用。

スジヒキ
割ったり、加工したりする前に下線を号lL、てお 資料4 1 
くのに使用。

タイショウパス 半加工、加工の時に使うコンパス。大正時代に 資料 4-2、3
考案されたので、この名が付く。

ジョウギ 半加工、加工に使う。舟の口（赤樫の木）の古 資料4 6, 7 
サシガネ 材を使うため、くるいが少ない。 写真13 1 

ツルノ＼シ 加工場で荒落し、穴堀りする時に使う。刃が片 資料真 5 -1 、2、3
方にあるのを片ツルハシという。 写 16-16、17、18

チョウノウ 荒面をきれいに削り整えるのに使う。刃先はl悔 資料真5 4 
（加工用） 約2cmで、厚さ約2叩。 写 16-4、12

チョウノウを用いたあとのツツキ仕上げに使用
ツ ツ キ し、きめ細かな石面に仕上げるために、目ぞろ 資料 5 5、6、7

いにつつく。

ワスヂョウノウ モチッキウスの中を磨きあげるのに使用 資料5 8 

タ ノ々 キ
刃先の幅約5cm、厚さ約 5mmで、石面に横筋の 資料5 9 
できるタタキ仕上げに使用。

カタオトシ 「肩落し」の意味で、スジ引きした不用部分を
資料 5-10 

打ち落す。ノミを併用する。 写真16 7 

ジホリノミ 字や細かい細工を彫るのに使用。 資料6 8、9

スリミガキ 仕上げのときに、面や角を磨きあげる。 資料6-10 
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資料j

これは江戸時代から松江で石屋を営んでいた石谷家第七代為七関係

の文書で、松江藩から為七に与えられたものです。松江藩が石加工職

人を統制していたことがうかがえます。（伊藤菊之介『出雲の石造文

化』参考）

／ 右
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資料10圃宍道町収蔵採石加工具一覧

番号 z 体 材料 製作年代 備 7草 需号 名 祢 材料 製作年代 備 'r 

I マ・＇J力リ 鉄、樫 採石、斗z加工13 38 1「オャ 鉄 J耳μ、半加工55

2 f’ ,, ,, 14 39 ’f ,, ,, 56 

3 寸イコ（モゾコ） ワヲ 運搬 15 40 υ ,, ,, 57 

4 ゲンノウ 主夫 採七、半加工16 41 ,, ,, を， 58 

5 オオヤ , ,, 17 42 ,, ,, ,, 59 

6 ,, ,, ,, IS 4;3 ，， 。
” 60 

／ 。 ,, 。 19 44 ,, Jγ ,, 61 

s ,, ’J ” 20 45 
，， ，， ’J 62 

9 コヤ ,, 半加工 21 46 ,, ’F ，フ 63 

10 ンョワギ（2.5尺） 樫 半加工、加工27 47 ,, ’F ,, 64 

11 ,, i 5 RI 。 明治末期 ，， 28 48 ,, ,, ’F 65 

12 サンガネ ， 大正 ,, 29 49 力十干コ ノノ 明治中期 吹き場 66 

13 チョウノウ 鉄、樫 明治初期 保七、半加工30 引） ブィコ イミ 明治末期 ,, 67 

14 才サカリ , ，， 係七、半加工31 51 ,, ’f 。 か 68 

15 ／／ ，， ，， ，， 32 52 力十ゾチ 鉄、樫 fノ ,, 69 

16 ,, ，， 明治中期 ノ〆 33 53 ヒパサミ 鉄 大半年代 ’ノ 70 

17 キリヌキマサカリ ,, ,, 31，柄、採石34 54 キンリョウ 石、木 71 

18 。 ,, 勾 3.S尺柄、，， 35 55 オモリ む 72 

19 ’F ，， ,, 4尺柄、 ,, 36 56 Fノ 主i 運 J阪 73 

20 ，， ,, ，， 5 R柄、，， 37 57 本ゾ＇｝ 木、鉄 附和40年頃 Fノ 74 

21 キリヌキグワ（大） 鉄、竹 明治初期 採よj 38 58 ネコグルマ ノド 昭和初期 ,, 7S 

22 ，， （小） ／／ 昭和15年頃 ,, 39 59 ネコゲルマ事輪 ノド υ ，， 76 

23 ゲンノウ（大） 鉄、僅 明治中期 禄石、半／JO工40 60 ’ノ 量失 ，， 77 

24 Jフ （小） ’J ,, 41 61 カナトコ 鉄、七 R/i和初期 吐き場 78 

25 ,, k大） 。 明治中～オミ か 42 62 ジミ1ウギ 樫 半加工、加工79

26 コヤ 鉄 大止年代 ” 43 63 スンヒキ 銑 ,, sn 

27 ，， ,, ，， Jγ 44 61 ケ’ン／ウ 鉄、樫 採｛i、半世II工81

28 ,, ，， ，， ,, 45 65 カJ、ソ＇c＂シ ， 加工 82 

29 ナjjγ ♂y ，， ,, ,JS 6f カ夕方一 lγ ,, ,, 82 

30 ,, ,, ，， ,, 47 67 ノノ ,, ， 84 

31 ヲーュワヤ 。 明治、木期 を， 48 68 コ／チ ’／ 85 

32 ’F ,, ，， ,, 49 69 ノミ（大） 封 ， SE 

3.' 巧オャ ,, ，， ／ノ 50 70 ツルハシ 鉄、樫 ,, 87 

34 ノノ ノノ ，， ,, 51 71 ，， ,, ,, 88 

35 ε， ’r ,, 52 72 コ・,t-ンツ’メ ,, ,, 39 

36 ,, ,, ,, 53 73 ンヨウギi2尺5れ｜ 樫 n1，干ロP/it可 半加工、加工91

37 ,, Jν 54 71 サンガえ 虫, 大正末期 吃， 92 
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需号 名 買芯 村料 型作年代 備 考 信号 名 称 材料 製作年代 備 1j 

75 コンパス（大） 量失 ！昭和2C年頃 半加工、加工93 114 ーマメ Jヤ 怯 半加工加工 132

16 " （中） " ’F " 94 115 " " ” 133 

71 制 （ノ］、1 " fノ ，， 96 116 ，， ／／ 
” 134 

78 ヲイショウパス（大） fノ 大正中L戸 ’F 96 111 ノノ ’／ fノ 135 

19 Fノ （大｝ " 日目手口和'Ji明 " 91 118 " ノノ υ 136 

80 " （中） " 昭和130年頃 υ 98 119 ，， 
" 

,, 131 

81 ,, （小） 4” A{J和20年頃 ノノ 99 120 ,, " " 138 

82 サンガネ 4” 昭和Ill年頃 " 100 121 
，， ’／ ,, 139 

SJ ’J 樫 " IOI 122 υ ／ノ rノ 140 

84 ナガジョウギ ノ／ 日明示σ」0年七兵 " 102 123 
,, ,, ,, 141 

se サシガネ ,, 昭和初期 ,, 103 124 ,, ,, ，， 142 

86 ショウギ ,, ,, 104 125 ザ『ユーツノミ ，， 方日 1こ 143 

81 ツツキ E夫 加工 IOC 126 υ 。 ，， 144 

88 ’F 。 υ !06 127 コノミ ,, ，， 146 

89 タタキ ,, ,, 101 128 。 ” 
,, 146 

gc ジ＊リノミ ノノ Fノ 108 129 fノ か ’F 147 

91 ，， fノ ,, 109 130 7 jレノミ 鉄、木 日目和初期 /JC コニ 148 

92 ，， 
" Fノ 110 131 ’f ，， υ ,, 149 

93 ,, ／／ fノ 111 132 ,, ，， ’ノ ,, 150 

94 。 Jノ ’，， 112 133 ウスヂョウノド／ ,, 昭和公）年代 ノ〆 151 

95 ,, ，， 旬 113 131 スリミガキ ,, 
" 152 

96 ，， ,, 
” 114 135 l，「イシブ'JJ イに ，， 153 

97 ,, ,, ,, 115 136 ，ノ ,, ,, 154 

四｜ ,, ，， ,, 116 131 。 ,, ，， 155 

S9 ’J ,, ,, 111 138 ’J ’f ，， 15S 

100 ,, ’f ,, 118 139 Mλ ミ、ソ，K ,, ／ノ 151 

101 ，， ，， Jツ 119 140 カドスリ 石 ’F 158 

102 7ナケリノミ ,, ’J 120 141 ミスミガキトイン よj ” 159 

103 コヘ’ ’f 半加工、加工 121 142 ：て之キ 鉄 ，， 160 

104 ,, ,, ,, 122 143 ヒハサミ（大） ,, 吹き場 161 

105 fノ ，， ,, 123 144 F〆 （小） ,, ,, 162 

106 ，， ，， Jノ 124 145 ヒパシ ノy ,, 163 

101 ，， fノ
” 12う 146 カづトコ 本、鉄 ,, 164 

108 ♂メヤ ,, rノ 126 147 ノィ CJ イト rノ 16, 

109 Jツ ,, Fノ 121 148 ノミの柄 Jγ 加工 167 

110 ，， ,, ,, 128 149 ,, Fノ υ 16R 

Ill ’J ,, Jノ 129 1日） チョウノウ 鉄、樫 fノ 169 

112 初 ,, ,, 130 151 カサガ＇， 主央 ’f 170 

113 ,, ,, fノ 131 

一一 一｝一一
注）備考中の「採石Jは原石山から切り離すための道具。「半加工Jは石を細かくする
ための道具。「力日工」は加工場での加工具。番号は民具整理番号。



j米待？っグ｝採石と1）日」ー

同γ

市、

街了'"''' ：主i

IT! 

/f 

伊一知

u_, 吉宮庁、
1J'i 至宝号 νノ

庁、

U) 

iよ：
I-Li 

,,, 
' 島

ア
門
以

vぐJぞ
〈ご

じ
汁
一
事

,T) 

県大

！ 宍道湖ふるちと文庫3
I 附加闘と加工
（ M 川河enu 
I 200:2年2別！日

！殺行
I ／＼耳z

i~ ； ！ 
｜ 削；Hi間民間452：寸





、z

宍道町教育委員会


